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を有し，1 年間に 5 回の脳虚血発作をきたしていることから，頭蓋
内に多発する虚血性病変とあわせて cerebral autosomal dominant 
arteriopathy with subcortical infarcts and leukoencephalopathy 
(CADASIL) を疑った．皮膚生検により，電子顕微鏡下で血管平






















cell renal cell carcinoma with rhabdoid features）の転移が疑われ
た 1 症例を経験し、細胞像、組織像を検討したので報告する。
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に関連したマーカーは陰性。CD-117(c-kit) と DOG-1 にて陽性所見を認
め、GIST の診断を得る事が出来た。後日標本作製した腹腔鏡下での
生検検体もセルブロックと同様の結果を得た。
【まとめ】我々が 2012 年から検討している瞬間固定液を用いたセルブ
ロックの作製方法は、病理部門で使用している試薬と器具を用いて簡
便に作製するもので、これまで乳癌や悪性リンパ腫への有効性を報告
してきた。今回、本症例に対して腹水から作製したセルブロックと生
検材料から GIST の確定診断に至ったが、セルブロック標本では生検
材料より早く採取翌日に結果を得る事が出来た。当院で検討中のセル
ブロック作製方法は GIST の診断に必要な免疫組織化学へも応用が可
能であり、有効な方法であると思われた。
